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②申請中（令和６年度 共創・MaaS実証プロジェクト）
共創・MaaS 実証プロジェクトは、交通を地域のくらしと一体として捉え、地域の多様な関

係者が連携・協働した取組を通じて、地域交通の維持・活性化を図る事業を支援するもの。

（１）共創モデル実証運行事業
官民・交通事業者間・他分野など複数の主体の「共創」による取組や「共創」を支え
る仕組みの構築を支援する事業

（２）モビリティ人材育成事業
地域交通を軸とした「共創」の取組の促進・普及に向け、モビリティ人材の育成に関
する仕組みの構築・運営を支援する事業

①交付決定（デジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装タイプ））

補助金額 ：7,201千円

事業内容 ：
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西鉄バス古賀市内線の主要バス停中、利用の多いバス停3か所（古賀駅西口、福岡
東医療センター、千鳥駅設置分）をスマートバス停化する。古賀市地域公共交通
計画において、駅や主要停留所における待合環境や案内誘導の整備を行うことを
位置付けており、公共交通を利用するきっかけづくり、乗り換えの案内誘導等利
用者の利便性向上を実現する。

デジタルバス停標柱に、曜日で異なる時刻表の当日分を大きく、また、当該時
間を含む２時間の時刻を拡大表示することができ、高齢者や日頃バスに乗り慣
れていない人にもわかりやすい時刻表示が可能となる。また、バスナビ情報の
表示により、乗車可能なバスの可視化、鉄道やデマンド交通との乗り換えの利
便性が向上する等の効果がある。多言語表示等、情報を数秒ごとに切替でき、
外国人や市外からの来訪者に必要な情報が伝わりやすい。

スマートバス停 ：


